
　　　　　　現役棋士引退のご挨拶　　　　　　　　　　　棋士下地玄昭

「先生、手合頑張って下さい。」幾度も何度もこの言葉に叱咤激励されたことか。
下地会会員の皆様、長き間、私を応援・支援して頂き本当に有難うございました。

十三歳頃から囲碁を始め夢中になりました。父の碁会所で朝から閉店までの実戦で力を
つけ高校二年のとき全国優勝。父の勧めでプロを志し当時内弟子を採っていた大枝プロの
五番目の弟子に。年齢は最長の門下生。もう直ぐ十七歳の院生基準ギリギリでの開始です。
仲間と刺激し合い切磋琢磨しの二年目のプロテストで十勝五敗・五位の成績で合格。
その年は特別に新入段者枠採用が七人だったことも恵まれました。指導先から電話を促され
沖縄の実家に報告したとき父は「そうか。」母は「有難う。」との声。両親への唯一の親孝行。

二十歳前の四月が初手合い。日本棋院六階和室で正座し緊張して臨んだのを今も鮮明に
覚えています。八年間の内弟子生活でしたがプロとしての心構えと厳しさを叩き込まれました。

師匠大枝先生の方針は棋道修行とアマ指導並立。両方気持ち込めて頑張ってきましたが
そのお陰でたくさんの素晴らしき方々と出会えて二十三歳のとき教室や碁会所・各会社の
囲碁部から後援会を立ち上げたいとの声が同時に上がり下地会が発足。お陰様で大勢の
方々に長き間助けられて現在に至ります。世の中を知らない未熟な私がここまで成長し
囲碁で生きて来られたのは皆様の優しく暖かい支えあっての賜物です。

令和八年三月末日をもって日本棋院棋士を引退いたしました。四十四年間の棋士人生
でしたが手合が打てない立場になったことの寂しさを感じております。ただこれからは
対局に賭ける熱意、やる気を全て皆様への指導に集中します。碁の素晴らしさを伝え楽しみ
ながら上達のお役に立てるよう気持ち込めて頑張ります。指導棋士新入段者の気持ちで。

下地会の活動は今まで通り継続していく所存です。至らぬ私で皆様には今後もお世話に
なりますがどうぞお力をお貸して下さい。よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和八年四月一日　棋士八段下地玄昭


